
福岡県立 

川崎特別支援学校 



一人一人の教育的ニーズに応じた 
指導・支援を手厚く行います。 

本校の概要 

 本校は、昭和５４年に知的障害養護学校として設立され、

小学部・中学部が設置されています。児童生徒は、田川市・

田川郡(福智町を除く)から、スクールバス等で通っています。 

 児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導を行

うため、個別にきめ細かな指導計画を立て、指導にあたって

います。それぞれの能力、可能性を最大限に伸ばし、将来の

自立、社会参加をめざします。 

校訓 「精いっぱい」 

めざす児童生徒像 

自分のことは自分でできる子ども 
  

みんな仲良く協力する子ども 
  

最後までがんばる子ども 

本校の教育 

 小学部グループ 

 基本的な生活習慣を養い、基礎的な知識・技能の獲得 
  

や集団への参加能力の育成をめざします。 

 中学部グループ 

 基本的な生活習慣を確立し、自ら考える力や集団生活 
  

に必要な能力、作業に必要な基礎的能力の向上を目指し 
  

ます。 

 重複・訪問学級 

 生活リズム、生活習慣を形成し、意図的な体の動きの 
  

獲得や、人やものへ自らかかわる力の育成をめざします。 



 食事や排泄、衣服

の着脱等の学習や生

活に必要なことばや

数に関する学習をし

ます。また、集団生

活の中で他の人とか

かわり、協力し合う

能力を高めるための

学習も行います。 

身近な生活から 

社会生活に 

つながる指導 

職業生活に 

つながる指導 

 卒業後の生活に必

要な知識・技能・態

度が身につくよう、

様々な作業活動を取

り入れた学習をしま

す。併せて、施設等

で現場実習を行い、

働く喜びや意欲を育

てます。 

障害の状態に 

応じた指導 

 知的障害に他の障

害を併せ有する児童

生徒には、その障害

の状態に応じた指導

を行います。安全に

医療的ケアを行うた

めに看護職員が配置

されています。 

いろいろな 

学校行事 

 日頃の学習の成果

を発揮する運動会や

学習発表会に加え、

多様な体験活動を取

り入れた校外学習や

宿泊学習等を行いま

す。 

地域との交流 

 地域の保育所・幼稚園・小

学校・中学校と定期的に交流

学習を行います。老人施設や

ボランティアの方々との交流

もあり、地域の中で、様々な

人たちとかかわる力を高めます。 



 地域の保育所・幼稚園・小学校・中学校・高等学校の

幼児児童生徒を対象に、発育・発達等の支援を目的とし

た教育相談活動を行います。 

 

 

 本校の教育活動の説明や学校見学、体験学習等を通し

た就学相談活動を行っています。 

就   学   相   談 

教   育   相   談 


